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自動化ツールを使ったソフトウェア開発の見える化
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自動化ツールを使ったソフトウェア開発の見える化自動化ツールを使ったソフトウェア開発の見える化
Making visible using an automatic toolMaking visible using an automatic tool



１．ツールを使った１．ツールを使った『『要件管理要件管理』』の見える化の見える化

２．ツールを使った２．ツールを使った『『見積もり見積もり』』の見える化の見える化

３．ツールを使った３．ツールを使った『『進捗管理進捗管理』』の見える化の見える化

４．ツールを使った４．ツールを使った『『設計完成度設計完成度』』の見える化の見える化

５．ツールを使ったメトリクス集計～５．ツールを使ったメトリクス集計～『『生産性指標と品質指標生産性指標と品質指標』』の見える化～の見える化～

ソフトウェアの見える化を実現するため独自の自動化ツールを開発、導入ソフトウェアの見える化を実現するため独自の自動化ツールを開発、導入

【【訴求ポイント訴求ポイント】】

【【特特 徴徴】】

●●開発者にとって極力負担のかからない効率性の高いツール開発者にとって極力負担のかからない効率性の高いツール

●●エクセルのＶＢＡマクロをできるだけ使用し、変更が容易エクセルのＶＢＡマクロをできるだけ使用し、変更が容易



【【背背 景景】】

◇◇ＱＱ..ＣＣ..Ｄを確保するにはＤを確保するには

１．属人性１．属人性の低い再現性の高い計画策定が必要の低い再現性の高い計画策定が必要

２．リアルタイム性２．リアルタイム性の強い進捗確認が必要の強い進捗確認が必要

３．計画３．計画と結果の評価がと結果の評価が必要必要

４．ソフトウェア開発の統合管理（全体の見える化）が必要４．ソフトウェア開発の統合管理（全体の見える化）が必要

◇◇現状の開発において現状の開発において

・ソフトウェア開発規模が小規模である（２４ＫＢ～５００ＫＢ）・ソフトウェア開発規模が小規模である（２４ＫＢ～５００ＫＢ）

・ハードウェア依存性が非常に高い・ハードウェア依存性が非常に高い

・商品開発のマジョリティはメカ主体・商品開発のマジョリティはメカ主体

→→ソフトウェア開発者は一人で、要件開発から発注までソフトウェア開発者は一人で、要件開発から発注まで

・開発機種が多く、一人で複数の機種開発を担当・開発機種が多く、一人で複数の機種開発を担当

→→管理者は非常に多くのプロジェクトを管理する必要がある管理者は非常に多くのプロジェクトを管理する必要がある



・類似・類似Ｐｒｊの実績値Ｐｒｊの実績値を自動抽出、実績値にを自動抽出、実績値に基づいた基づいた見積り支援見積り支援

・工数入力ツールから要件ごとの進捗管理表を自動生成・工数入力ツールから要件ごとの進捗管理表を自動生成

・開発・開発効率、生産効率、レビュー欠陥検出率、テスト欠陥検出率等の算出効率、生産効率、レビュー欠陥検出率、テスト欠陥検出率等の算出

１．要件１．要件管理の見える化管理の見える化

３．進捗３．進捗管理の見える化管理の見える化

５．生産性５．生産性指標と品質指標の見える化指標と品質指標の見える化

【【取取 組組】】

２．見積もりの２．見積もりの見える化見える化

４．設計完成度の４．設計完成度の見える化見える化

・変更項目の作成支援、変更項目一覧表（ベースライン）の自動・変更項目の作成支援、変更項目一覧表（ベースライン）の自動抽出抽出

・バグ管理ツールによる、収束率（ゴンベルツ曲線）と必要工数を抽出・バグ管理ツールによる、収束率（ゴンベルツ曲線）と必要工数を抽出

・プロジェクトごとの進捗管理表から全プロジェクトの進捗を鳥瞰可能・プロジェクトごとの進捗管理表から全プロジェクトの進捗を鳥瞰可能

・ステップ数・ステップ数の自動カウントツール、プロセス別工数集計の自動カウントツール、プロセス別工数集計ツールツール



【【取取 組組】】各ツールの自動変換相関図各ツールの自動変換相関図

休休 休休 休休 休休 休休 休休

総工数 設計 実装 テスト 年 2003 11 12

(人／時） (人／時） (人／時） (人／時） 月 11 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

計画 119 39 29 64 日 1 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

平均労働時間 実績 111 54 41 16 当初計画 2 2 2 2 4 4 4 5 5 5 5 6 6 6 6 7 7 7 9

当初計画 6 (人／日） (人／日） (人／日） (人／日） 実績 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

修正計画 7 計画 20 7 5 11 修正計画 7 11

実績（集計値より算出） 6.52941 実績 17 9 7 3

分配率 30 20 50
新規・変更 工数 設計 実装 テスト 時間
区分 （人／時） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42

計画 29 9 6 15
実績 0 0 0 0
進捗 100 100 100 100

計画 1 1 1 1
実績 0 0 0 0
進捗 100 100 100 100

計画 17 5 4 9
実績 7 0 4 3
進捗 100 100 100 100

計画 23 7 5 12
実績 0 0 0 0
進捗 100 100 100 100

計画 22 7 5 12
実績 0 0 0 0
進捗 100 100 100 100

計画 19 6 4 10
実績 0 0 0 0
進捗 30 100

計画 2 1 1 1
実績 0 0 0 0
進捗 100 100 100 100

計画 2 1 1 1
実績 0 0 0 0
進捗 100 100 100 100

計画 2 1 1 1
実績 0 0 0 0
進捗 100 100 100 100

計画 2 1 1 2
実績 0 0 0 0
進捗 0

計画 0 0 0
実績 104 54 37 13
進捗 100 100 100 100

１ｈ未満は切り上げ

1 共通

10 強制排水モード 追加

11
電源電圧ｱｼﾞｬｽﾄ
ﾀﾝｸﾗｲﾄｱｯﾌﾟあり・なしで判定

追加

8
電源保持信号　４ＫＨｚパルス対
応

追加

9
ＤＣファン制御、ＤＣファンロック
検知

追加

6 あたためｽﾁｰﾑ、ﾚﾝｼﾞｽﾁｰﾑ追加 追加

7
自動ｽﾁｰﾑﾒﾆｭｰ対応
ｹｰｷ、茶碗蒸し、シュー、フランス
パン

変更

4 水位ｾﾝｻ 新規

5 スチームショット 追加

2
スチーム制御追加
ｽﾁｰﾑｻｰﾐｽﾀ、ｽﾁｰﾑﾋｰﾀ制御
ﾎﾟﾝﾌﾟ制御、空焚き判定

追加

3 ｽﾁｰﾑﾀﾝｸﾗｲﾄｱｯﾌﾟ 追加

進捗管理

要件
番号

開発要件
優先
順位

開始年月日  休み→

計画・実績更新

並替

カレンダー作成

初期化

工数入力ツール

ソフトウェア
修正管理ツール

ベースライン作成ツール

規模要件抽出ツール

規模見積もりツール

ソフトウェア
バグ管理ツール

進捗管理ツール

開発計画書
(要件計画）

開発計画書兼報告書

プロジェクト鳥瞰
進捗管理ツール

メトリクス集計

進捗管理見積もり

設計完成度

要件管理

【従来使用フォーム】



企画方針
決定会議

商品化方針
決定会議

Ｐ板基本仕
様決定会議

ソフトウェアソフトウェア
修正管理表修正管理表 変更項目

一覧表

詳
細
化

ベース機種
ソフトウェア
仕様書

ソフトウェア
開発計画書

ソフトウェア
開発進捗
管理表

（ベースライン）

各種会議手続きを経て開発要件を明確化各種会議手続きを経て開発要件を明確化

→→ ソフトウェア開発チームで開発要件を詳細化ソフトウェア開発チームで開発要件を詳細化し、ソフトウァアし、ソフトウァア修正管理表に記載修正管理表に記載

→→ 変更項目一覧表の自動変更項目一覧表の自動生成（提出ＲＯＭバージョンごとに作成可能：ベースライ生成（提出ＲＯＭバージョンごとに作成可能：ベースライ
ン）ン）

【【取組内容１取組内容１】】 ツールを使ったツールを使った要件要件管理の見える化管理の見える化

自動生成自動生成

入力支援機能追加
タグの自動生成機能追加

開発計画書開発計画書
（要件管理書）（要件管理書）

中分類化

新旧変更点を記載



規模要件抽出ツール規模要件抽出ツール

規模見積もりツール規模見積もりツール

変更モジュールを
チェックするのみ

過去過去の類似開発要件の実績から開発規模をの類似開発要件の実績から開発規模を見積り：見積り：見積もり工数削減見積もり工数削減

→→ 開発規模、難易度、習熟度から工数の自動開発規模、難易度、習熟度から工数の自動見積り：見積り：見積もり精度の大幅向上見積もり精度の大幅向上

【【取組内容取組内容２２】】 ツールを使った見積りの見える化ツールを使った見積りの見える化

自動自動転記転記

開発計画書開発計画書
（要件管理書）（要件管理書）

工数見積もり

変更項目
一覧表

ベース機種
ソフトウェア
仕様書

ソフトウェア
開発計画書

ソフトウェア
開発進捗
管理表

（ベースライン）

要件要件 自動自動集計集計

開発計画書開発計画書



休休 休休 休休 休休 休休 休休

総工数 設計 実装 テスト 年 2003 11 12

(人／時） (人／時） (人／時） (人／時） 月 11 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

計画 119 39 29 64 日 1 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

平均労働時間 実績 111 54 41 16 当初計画 2 2 2 2 4 4 4 5 5 5 5 6 6 6 6 7 7 7 9

当初計画 6 (人／日） (人／日） (人／日） (人／日） 実績 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

修正計画 7 計画 20 7 5 11 修正計画 7 11

実績（集計値より算出） 6.52941 実績 17 9 7 3

分配率 30 20 50
新規・変更 工数 設計 実装 テスト 時間
区分 （人／時） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42

計画 29 9 6 15
実績 0 0 0 0
進捗 100 100 100 100

計画 1 1 1 1
実績 0 0 0 0
進捗 100 100 100 100

計画 17 5 4 9
実績 7 0 4 3
進捗 100 100 100 100

計画 23 7 5 12
実績 0 0 0 0
進捗 100 100 100 100

計画 22 7 5 12
実績 0 0 0 0
進捗 100 100 100 100

計画 19 6 4 10
実績 0 0 0 0
進捗 30 100

計画 2 1 1 1
実績 0 0 0 0
進捗 100 100 100 100

計画 2 1 1 1
実績 0 0 0 0
進捗 100 100 100 100

計画 2 1 1 1
実績 0 0 0 0
進捗 100 100 100 100

計画 2 1 1 2
実績 0 0 0 0
進捗 0

計画 0 0 0
実績 104 54 37 13
進捗 100 100 100 100

１ｈ未満は切り上げ

1 共通

10 強制排水モード 追加

11
電源電圧ｱｼﾞｬｽﾄ
ﾀﾝｸﾗｲﾄｱｯﾌﾟあり・なしで判定

追加

8
電源保持信号　４ＫＨｚパルス対
応

追加

9
ＤＣファン制御、ＤＣファンロック
検知

追加

6 あたためｽﾁｰﾑ、ﾚﾝｼﾞｽﾁｰﾑ追加 追加

7
自動ｽﾁｰﾑﾒﾆｭｰ対応
ｹｰｷ、茶碗蒸し、シュー、フランス
パン

変更

4 水位ｾﾝｻ 新規

5 スチームショット 追加

2
スチーム制御追加
ｽﾁｰﾑｻｰﾐｽﾀ、ｽﾁｰﾑﾋｰﾀ制御
ﾎﾟﾝﾌﾟ制御、空焚き判定

追加

3 ｽﾁｰﾑﾀﾝｸﾗｲﾄｱｯﾌﾟ 追加

進捗管理

要件
番号

開発要件
優先
順位

開始年月日  休み→

計画・実績更新

並替

カレンダー作成

初期化

進捗管理進捗管理ツールツール

工数入力ツール工数入力ツール

要件毎の工数を要件毎の工数を
担当者担当者が日々入力が日々入力

自動生成自動生成

【【取組内容取組内容３３】】 ツールを使った進捗管理の見える化ツールを使った進捗管理の見える化

・担当者は、日々プロジェクトにかけた工数を要件毎にツールを使用し入力・担当者は、日々プロジェクトにかけた工数を要件毎にツールを使用し入力

・管理者は、ツールで集計された工数を確認、計画工数との比較で進捗を確認・管理者は、ツールで集計された工数を確認、計画工数との比較で進捗を確認

→→ マイルストーンまでの余裕を把握マイルストーンまでの余裕を把握

→→ 遅れは素早く察知、迅速に対応遅れは素早く察知、迅速に対応

ソフトウェアソフトウェア
修正管理表修正管理表

進捗率の自動抽出



バグ収束率の判定バグ収束率の判定
バグ分析が可能バグ分析が可能

【【取組内容取組内容４４】】 ツールを使ったツールを使った設計完成度の設計完成度の見える化見える化

・・テスト（レビュー含む）工数とバグ数からゴンベルツ曲線により収束率を判定テスト（レビュー含む）工数とバグ数からゴンベルツ曲線により収束率を判定

・・必要テスト工数から進捗を必要テスト工数から進捗を確認確認し、し、迅速に迅速に対応対応

→→過去の経験値より、収束率９８％以上でマイコン発注可能過去の経験値より、収束率９８％以上でマイコン発注可能

ソフトウェアソフトウェア
修正管理表修正管理表

工数入力ツール工数入力ツール 自動生成自動生成

要件毎の工数を要件毎の工数を
担当者担当者が日々入力が日々入力

ソフトウェアソフトウェア
バグ管理ツールバグ管理ツール

変更内容は都度更新変更内容は都度更新
バグは青色にバグは青色に



開発効率 生産効率 流用率

レビュー
欠陥検出率

テスト
欠陥検出率

欠陥収束率

レビュー
工数率

プログラム
コメント率

ソースファイルのソースファイルの
自動解析自動解析

【【取組内容取組内容５５】】 ツールを使ったメトリクスツールを使ったメトリクス ～生産性指標と品質指標の見える化～～生産性指標と品質指標の見える化～

次の開発の見積り指標次の開発の見積り指標

・ツールを使用し規模、工数、欠陥などを自動集計・ツールを使用し規模、工数、欠陥などを自動集計

→→ 生産性指標、品質指標を評価生産性指標、品質指標を評価

→→ 実績値は次の開発の見積りに使い、見積りの精度を向上実績値は次の開発の見積りに使い、見積りの精度を向上

規模要件抽出ツール規模要件抽出ツール

ソフトウェアソフトウェア
修正管理表修正管理表

工数入力ツール工数入力ツール



【【効果効果】】

◇◇ツールツールにによる「自動化」と「見える化」でよる「自動化」と「見える化」で

①①管理管理工数大幅工数大幅削減による開発効率の向上削減による開発効率の向上

開発工数：前年比１３％削減開発工数：前年比１３％削減

②②計画計画の精度向上／進捗管理による品質向上の精度向上／進捗管理による品質向上

バグバグの早期発見の早期発見((上流で総バグ数の上流で総バグ数の７０％７０％を摘出を摘出））

平均バグ指標（バグ発生件数平均バグ指標（バグ発生件数××開発ステップによる重み付け）開発ステップによる重み付け）

→→前年比１０％削減前年比１０％削減

③③発注遅れ件数：０発注遅れ件数：０

本体設計チームと一体となった開発が可能になり、日程厳守が本体設計チームと一体となった開発が可能になり、日程厳守が

可能となった可能となった

◇◇ツール導入とプロセス改善の推進でツール導入とプロセス改善の推進で

ＳＷ－ＣＭＭＳＷ－ＣＭＭ レベル３相当に到達レベル３相当に到達



【【今後の課題今後の課題】】

◇◇メトリクスデータメトリクスデータの蓄積での蓄積で

・見積もりと進捗管理の高精度化・見積もりと進捗管理の高精度化

・問題点の・問題点の洗い出し洗い出し

◇◇ツール改善とプロセス改善による組織力を向上させツール改善とプロセス改善による組織力を向上させ

・定量的な判断基準を明確化・定量的な判断基準を明確化

・上級管理者も含めた管理体制を構築・上級管理者も含めた管理体制を構築

さらなる品質＆開発効率の向上さらなる品質＆開発効率の向上


